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幼児期の身体各部の発育及び比例に関する研究

金沢大学医学部公衆衛生学教室（主任　石崎有信教授）

　　　　　佐　藤　嘉　津　馬
　　　　　　　（昭和35年3．月29日受付）

　人間の体形発育並びに体部比例に関する研究は，古

くはエヂブート，ギリシア，ローマの古代から行われて

いるが，科学的に平均値を求めて論ずるようになった

のは，近世になってからであって，Quetelet（1871），

Bowditch（1877），　P．　Richer（1893），　G．　Fritsch（18・

95），Brock，　J．（1932）1）等の業績がある．

　1914年目Stratz　C．：H．2）はこの問題に．関する詳細な

業績を発表した．

　我国に．おいてはこの方面に．関する研究は，比較的少

なく，愛甲文雄3），斎藤潔4）5），清水三雄6）7），吉田

貫一8）等の諸氏の研究がある．

　これら諸先輩の研究は，新生児9），乳児並びに学童

10）についての業績が多く，幼児についての詳細な研究

は少ない．

　現在の幼稚園，保育所の机，椅子の高さ，或いは保

育室の構造は，単なる経験的な見当づけだけできめら

れていて，決して合理的なもではない．これらには幼

児の身体各部の発育に応じた考慮が是非とも払われる

べきであると考える．その意味で，幼児の身体各部の

発育基準値を求めようとして，本研究を企図したもの

である．

　幼児は正しい一定の姿勢を保つことができるのは数

分を出ないので，その実測は極めて困難である．そこ

で写真によって計測することを考え，写真計測によっ

て得た成績に一定の補正を加えれば，充分直接測定に

代吊し得ることを見た．その資料を以て研究した結果

を報告する．

研究材料並びに研究方法

　1．研究材料

　研究材料は，福井県福井市，大野市，勝山市及び坂

井郡に在住する男児279名，女児256名，合計535名で

ある．　　　　　　　　　　　　　　　　’

　その大部分は保育所の幼児で，一部は小学校1年の

学童であるが，その年齢別施設別構成は第1表の通り

である．

　又保護者の職業は各様であるが，生活程度は中流の

者が大部分で，厚生施設に居住している者が僅かなが

らまじっていて，大体日本入として標準的な家庭の子

弟といえよう．その家業別構成は第2表の通りであ

る．

　幼児の生体計測には幾多の困難iがある．直接測定を

行うに際しては，幼児は一定の正しい姿勢を保持し得

る時間が極めて短かく，容易に計測させない．殊に母

親に連れられた幼児は，甘ったれているため，これを

計測することは殆んど不可能である．

　そこで一定の正しい姿勢をとらせて，短時間にその

大要を把握するため，写真に．よって計測することを考

えた．

　又家庭にいる幼児よりも，集団生活をしており甘っ

たれる対象である母親のいない場所に．いる幼児を対象

に選ぶためと，集団計測を行う便宜を考え，更に庶民

的な家庭に育つた幼児を対象とするために，保育所の

幼児及び小学校低学年学童を選んだ．

　その際疾病異常のある者を除外し，健康な者のみを

対象とした．

　2．研究方法

　　i，写真計測

　（1）写真機　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　日本光学製ニコン　F1．4

　（2）　フィルム

　　　　さくらコニパン　uss　24　x　36mm　36枚

　（3）計測時刻

　　　　午前9～11時，午後2～3時

　（4）検査室

　　　　なるべく南面した明るい板床の部屋

　（5）　言十潰旺士旨標

　　　　長さ140cm，幅50cmの製図用方眼紙を作

り，これにマルチン式測定器にあわせて太黒線で1

cm，角の方眼を描き，写真；に方眼が現われるようにし

　The　Study　on　the　Body　Developement　and　the　Proportions　between　Several　Parts　of　Infan－

tile　Body．　Katsuma　Sat6，　Department　of　Public　Health（Director：Prof．　A・Ishizaki），　School

of　Medicine，　University　of　Kanazawa．
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　（7）　フィルム指標

　計測指標を被写体として，（1）～（6）の諸

条件を厳守して撮影したネガフィルムを仮に

フィルム指標と称することにする．

　前記撮影条件中，距離だけを3cm，宛変化

して200cm，197cm，194cm，191cm，188cm，

185cm，182cmと7枚のフィルム指標を作

り，これに撮影距離によって第3表のように

フィルム指標番号をつけた．

　（8）写真計測実施方法

　a　写真撮影

　被計測者を脱衣させ，計測指標の中央縦線

の直線に直立させ，正しい姿勢になおし，前

記（1）～（6）の要領により撮影して，ネガフ

ィルムを作った．この撮影の直前に体重を実

測した．

　b　写真拡大装置

　X線間接撮影写真細頚用シャウカステン

に，眼底検査用レンズ十13Dを添加装置し

た．

　c計測要領
　写真を見易くするために，ネガフィルムの

一こまだけを見得る窓を持つた二重のボール

紙製の遮光マスクを作り，その二重の間にネ

ガフィルム及びフィルム指標を挾み固定して

シャウカステンにかけて拡大計測できるよう

にした．

　計測に当っては，ネガフィルム及びフィル

ム指標の中央縦線と，60cm，高を示す横線と

を完全に．一致させて固定した，その理由は，

写真においてはレンズの中心部を通る光線に

よる像と，縁辺部の像の間に，多少の歪はま

ぬがれないが，以上のようにすれば，ネガフ

ィルム，フィルム指標ともに，中央縦線と，

60cm，高を示す横線の交叉点がカメラのレン

ズの中心と一致するように撮影してあるので

，ネガフィルム及びフィルム指標の中心を一

致させること，即ち写真全面に亘りネガフィ

ルムと同様の歪を持つたフィルム指標で計測

することによって，その歪を修正することが

できるからである．

　一方測実の結果3～6歳の幼児の頭部の前

後径は凡そ12～14crnであるが，頭頂部は
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後頭突起から凡そ9cm前方にあり，胸部の前後径は

凡そ9～12cm，腹部の前後径は凡そ12～15cmであ

るので，各計測部位の背面からの径に従って，これに

適応したフィルム指標を以て計測することにした．

　これによって，立体を単なる平面写真を以て計測す

るために生ずる誤差を修正できる．

　計測部位の適応フィルム指標番号は第4表の通りで

ある．

　（9）　計測部位

　a　身　　長　

　写真の頭頂部の高さを測った．この際短髪のものは

そのままでよいが，女児及び長髪の男児では髪の分れ

ている部分から透して見える地肌を目測として測っ

た．地肌の見つからぬ場合は髪の伸び具合にもよる

が，実測と写真計測の比較の経験によって，凡そ0．4

～0．6cm低く見積って計測した．

　b　瞳　　高

　写真に．は角膜，瞳が白く輝いて写っているので，そ

の中心を計測した．最も計測し易い部であり，誤差

も少ない．

　c　顧　　高

　顎下は陰になって白く写っているが，下口唇と顎下

の陰の移行部を計測した．

　d　肩峰高
　肩曲線の下へ六って曲る点を計測した．

　e　乳　　高

　乳はまだ発達していないが，くぼみ又は色素沈着が

あるのでよく写っている．その中心を計測した．

　f　膀　　高

　乳と同様はつきり写っている．その中心を計測し

た．

　9　肘関節高

　肘関節溝を目標として計測した．この計測は熟練を

要する．

　h　；僥骨下端高

　檎骨茎状突起の下端はすぐ手部に移行しているの

で，その移行部を計測した．

　i　中指先端高

　中指先端を計測した．

　j　腸骨前上棘高

　追試溝を上にたどり，腸骨櫛に一致する腰部曲線に

交わる直前の高さを計測した，これの計測も熟練を要

する．

　k　膝関節高

　膝蓋骨の像を目標とし，その中心を計測した．

　1　肩　　幅

　左右肩峰間の径を計測した，

　m　腰　　幅

　左右腸骨前上棘間を連る直線と，左右腰部曲線の交

叉点問の径を計測した．

　ii，写真計測と実測との比較

　上述の方法により，3名の幼児につき各々2～4回

の連続写真撮影及び1～3回の連続実測を併せ行い，

その成績を比較した，その成績は第5表の通りであっ

て，写真計測値はおおよそ実測値の変動範囲内にある

ので，写真計測値を以て実測値に代用し得のものと考

える．

　実際問題として，幼児の姿勢は甚だ不安定であるた

めに，直接計測は甚だ困難であり，思わぬ大きい誤差

をともない易い．それに反し写真計測の方は，撮影の

際に充分正しい姿勢をとらせることができれば，その

後は充分吟味した誤差の小さい計測が可能であるので

この方を採用した次第である．

研　究　成　績

　1．計測成績

　i　各計測値の平均値と標準偏差　　　　　　　1

　半歳区切りに見た年齢別の各計測値の平均値及び標

準偏差は第6表の如くである11）12）．

　ii身長の修正　’

　身長の成長折線を作って見ると，第1図の通りであ

って，ほぼ直線的の成長を遂げているので，理論的成

長直線を考え，最小自乗法を用いて身長発育の回帰直

線を作り，これを身長の成長直線と見なし，これから

身長の修正値を出した．その回帰係数及び修正値は第

7表の通りである13）．

　第7表に見る如く，この年齢層の幼児の身長は，半

年間に，男児は約2．77cm女児は約2．94cmずつ晟

長していて，女児の身長発育は男児のそれに比べ僅：か

に大きい値を示している．

　これを昭和32年8月厚生省発表の国民衛生統計14）と

比べて見ると，ほぼ一致している，

　又幼児発育標準表として，一般に用いられている東

大小児科発表15）のものと比べて見ると大体一致する

が，それよりもやや大きくなっていて，戦後の幼児の

体位の向上をものがたっている．

　iii身体各部の高さ，体重，肩幅及び腰高の対身長

　　　百分比

　幼児身体各部の比例を見るために，第6表の各平均

値から，身体各部の高さ，体重・肩幅及び画幅の対身

長百分比を計算した．その成績は第10表の通りであ

る，
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第6表幼児身体各部の高さ・体重・肩幅及び腰幅平均値並びに標準偏差

∴年＼
目

　
＼＼
項

㎝
㎏
㎝
㎝
㎝
㎝
㎝
㎝
㎝
㎝
㎝
㎝
㎝
㎝

長
重
高
高
高
高
高
｛
・
同
高
高
高
高
型
幅

　　

@　

�
ﾙ
応
酬

身
体
瞳
臨
肩
乳
井
肘
擁
中
腸
膝
肩
峰

3．0～3．4

男 女

　　　　　　　93．42±3．01　91．00±3。42
　　　　　　1
13．52＝ヒ1．28　13．02±1．47

82．16±3．42180．09土4．39

　　　　　　1
72。93＝ヒ2．69　71．09土3．81
70．47±2．32168．91±3．13

　　　　　　1
62．74±2．45　61．66±3．27
　　　　　　1
48．51±2．03　47．57±2．74

55．86±2．01　55．20±2．45

43．99＝i＝1．71143。67±2．02

33．50＝ヒ1．31　33．55±1．33

45．54＝ヒ1．72　　　　　　44．40±2．28
22．44±1．35121．78±1．。7

22．86±1．15122．64±1．26

　　　　　　1
17．71±0．77117r．66±0．73

3．5～3．9

男 女

　　　　　　95．27±3．57　94．48±3．47

二塞：：孟圭：：曾：1総：：ま圭二：男

74．54±2．76174．82±3．33

72．。7±3．38171．76±3．14

64．42＝ヒ2．79

49．98±2．44

57．69±2．72

44．70±2．06

34．32±1．63

46．64＝ヒ1．99

23．37＝ヒ重．07

23．48±0．61

18．00±0．57

64．39±2．77

50．29±2．42

57．23士2，26

44．86±1．79

34．80＝ヒ1．68

46．76±1．97

23．49±1．26

23．49±1．05

18．05±0．79

4．0～4．4

男

99．56±3．10

15．21±1．53

87．79＝ヒ3．10

78．36±2．91

75．42±2．61

67．65＝ヒ2．44

52．56±2．39

60．07±＝2．08

46．99±1．54

36．04±1，25

48．54±1．99

24．05±1．02

24．12±1．05

18．48＝ヒ0．75，

女

96．90＝ヒ3．34

14．65±1．86

85．95±3．10

76．88±2．93

74．05±2．66

66．30±2．70

52．01＝ヒ2．36

59．39±2．38

46．25±2．20

36．05±1．94

48．60±2．29

24，26±1．17

24．08±0．88

18．36±0．86

4．5～4．9

男

100．40±3．73

15．30＝ヒ1．66

88．66＝ヒ＝3，14

79．22±2．94

76．66±3．06

68．71±：2．76

53．48±2．62

61．09±2．52

47．48±：2．26

36．55＝量＝2．32

50．06＝ヒ2．26

24．85±1．11

24．46±0．83

18．54：ヒ0．77

女

98．79士4．74

15．58±2．16

87．98＝ヒ4．91

78．51＝ヒ4．25

75．64土4．52

68．14±4．12

53，33±3．55

60．76＝ヒ3．57

47．76±2．91

37．04＝圭＝2．51

49．72±3．10

24．48±1．55

24．27±1．19

5．0～5．4

男 女

5．5～5．9

18．52±1．・・118．56±・．89

103．98±4．20

15．84＝ヒ1．66

91。91±4．06

82．59＝ヒ3．72

79．98±3．55

71．67±3．31

56．28±2．75

63．55＝ヒ2．75

49．49＝ヒ2．35

38．51±2．24

52．33±2、62

25．54±1，31

24，88±1．10

男

　　　　　　　
102．95±4．33106．87±5．85
15．82±1．26116．88±1．93

91．89±3．99｝95．。7±5．43

82・71±3・5／85・56±5・13

79．23±3，77　82．38±4．75

71．15±3．43　74．44±：4．59

56．47±3．01　58．54＝ヒ3．92

63．36±3．17　66．15：ヒ3．80

49．36±2．30　51．20±2．98
　　　　　　1
38．42±2．07　39．78±2．72

52．15±2．77　54．87±3．92

25．45±1．29　26．63±1．55

24．85±1．01　25．49±1．51

18．85±0．79119．05±0．81

女

106．84±4．00

16．99±1．88

95．72±3．82

85．93±3．47

82．63±3．66

74．54±3．53

59．30±3．04

65．84±3．25

51．32±2．49

39．73±2．43

54．47±2．57

26．11±1．13

25．44±0．99

19．28±0．92

6り0～6．4

男

110．11±4．86

17．51±1．74

97．70±4．81

87．95±4．59

85．11±4．23

76．92±3．9玉

60．45±3．53

67．97±3．68

52．83±2．33

41．18＝ヒ2．35

56．18＝±＝2．70

26．86±1．18

26，21±0．97

19．40±0．87

女

108．21±4．89

17．17＝ヒ1．88

96，60±5．04

87．00±4．68

83．84＝ヒ4．29

75．60±3．94

59．78±3．71

67．17±3．46

52．03±2．78

40．38±2．15

55．29±3．10

26．26±1．51

25．58＝ヒ1．32

19．43±1．09

第7表身長の直線回帰による修正値及び回帰係数

回帰係数

男　　女

2．7746
　2．9429

年置
項　目

身　長cm

3．0～3．4

男

93．05

女

91．05

3．5～3．9

男

95．82

女

94．00

4．0～4．4

男 女

4．5～4．9

98．60

男

96．94　　101．37

女

99．88

5．0～5．4

男

104．15

女

102．82

5、5～5．9

男

106．92

女

105．77

6．0～6．4

男

109．70

女

108．71
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　2．直線回帰による修正

　i　理　　由

　第6表により直ちに幼児身体各部の発育基準値が与

えられたと考えても大きな誤りはないが，年齢による

　　　　　　　　：第8表　昭和32年8月国民衛生統計表

動きを見ると，如何にも不規則である．又第10表の比

例の値を見ても同様である．これは1群の例数が30例

あまりでは標本誤差のために当然あらわれる変動であ

ろう．この誤差変動を小さくするために，次の如き方

身長　（昭和33年9月国民衛生動向）

　　年　　齢

性＿＿別

…＝j一

…』縁来黶h

3

92．2℃魚

90．8cm

4

98．6

97．6

5

104．2

103．4

6

110．0

108．6

7

115，5

i14，3

第倉表幼児発育標準表身長（東大小児科，粟山・吉永氏に，よる）

年　　齢

性　　別

男
女

3．0

88．5cm

87．2cm

3．5

91．9

90．5

4．0

7
n
b

4
0
0

Q
U
q
り

4．5

97．5

96．7

5．0

100．3

99．5

5．5

103．2

102。4

6．0

105．6

104．6

第1図

　（男）

b＝27746

身長の直線回帰による修正

　　身　　　　長

　　　　　　　　　　　　（女）　　b＝回帰係数

　　　　　　　　　　　b＝29429

111㎝

110

109

1D8

107

106

105

04

O5

O2

O1

OD

X9

97

唐
X
5
…
9
495

92

91

年

　50　　 55　　40　　45　　50　　S5　　60　　65
令

50　　　35　　　4．0　　　45　　　50　　　55　　60　　6．5
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法を試みた．

　次にあげた例でもわかるように，身体各部の比例の

方が，その絶対値よりも変動の割合が小さい．個入差

も小さく，年齢的な変動も小さいのである．故に洗ず

比例値の年齢に対する回帰曲線を計算し，それによっ

て半歳ごとの推定値を求めた，一方比例の基準にとっ

た身長についても同様に年齢との回帰関係から推定値

を求め，これを前の比例の推定値に乗じて身体各部の

基準値とすることにした．

　比例の方が変動の小さいことの証明として，瞳高に

ついて年齢との回帰の分散分析を行った結果を下表に

あげておく．

Σ・・一（ ｮ一2442・…・・…擬の蹉

推定の騨偏差一42442・／5・十・・6988

　平均値に．対する比0．6988／89．56－0．0078

同様の計算を瞳高の身長に対する比例について行うと

　平均値に対する推定の比＝0．1505／88．32＝0、0017

となり約垢に過ぎない．

　ii上肢を除く，身体各部の高さ，体重，肩幅及び

　　　二幅の対身長百分比の直線回帰に．よる修正

　さてこの研究の対象は年齢3．0歳から6．4歳までの

幼児でStratz　16）のいう第1充実期の後半から第1拡

張期に亘る，成長の甚だしくは大きくはない時期の約

3．5年間の短期閥である．故に体型の著しい変化は考

えられず，次の第2図にも見るように，身体各部の高

さの身長に対する比例はほぼ直線的な，しかも僅かな

変化を示している．それで回帰直線による修正はあま

り無理でないと考える，

　ここでは上肢を除いた，身体各部の高さ，体重・肩

幅及び腰幅の対身長百分比について，その発育状況を

見るため，それぞれの回帰直線を作り，これにより各

年齢別に，測定項目ごとに修正値を出した．その回帰

係数及び修正値は第11表の通りである．

　第11表に見る如く，回帰係数は膀高に．おいて最も大

きく，腸骨前上棘高，乳高がこれに次ぎ肩幅，腰幅及

び女児の膝関節高は負になっている．

　iii上肢を除く，身体各部の高さ，体重，肩幅及び

　　　壮丁の修正値

　1，iiにおいて求めた年齢別身長の修正値を，前記

（δ）年　　齢
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　　　　　　　　　　　　1　　1　　　　i　　l

87．79

－177
一一@　1

　　1

　177
31329

88．66

－　90

　　0

8100

91．91

　235

　　1

　　1

　235

55225

95．071

　551

　　2

　　4
　1102

303601

97．70
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　　　0
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1960100

第10表　身体各部の高さ体重肩幅及び腰幅の対身長百分比
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肢を除く，身体各部の高さ，体重，肩幅及び面

の対身長百分比の修正値に乗じて，上肢を除

，身体各部の高さ，体重，肩幅及び白垂の修正

を計算した．その成績は第12表の通りである．

当然のことながら同表の数値は年齢とともにな

らかに増加し，第6表に示した実際の測定値の

均的な動向をよく示している．

iv　上肢を除く，身体各部の高さ，体重，肩幅

　　及び腰幅の年齢にともなう増加量

第12表に．ついて，上肢を除く，身体各部の高さ，

重，肩幅及び腰幅の年齢にともなう増加量を計

した．その成績は第13表の通りである．

第13表に見る如く，この年齢層の幼児の上肢を

く，身体各部の高さ，体重，肩幅及び腰肩の増

量は，おおむね男児に比べ女児の方が大きい

，膝関節高及び肩幅の増加量は男児の方が大き

．

体重は，男児では13．61kg～17．44kg，女児で

13・22kg～17・47kgであって，男児の方が重い

，6．0～6．4歳では男女ほぼ同様になっている．

体重の年齢にともなう増加量は女児の方が男児

り大きい．

これを昭和32年8月国民衛生統計体重表14）と比

て見ると，大体一致しているが，私の扱った対

の体重は僅かながら少ない．

又東大小見科発表の幼児発育標準表15）と比べて

ると，私の対象の方がやや多くなっている．

3．上肢各部の高さの修正

2で扱った上肢を除く，身体各部の高さは年齢

共に増加するが，上肢各部の高さの増加量は，

幹，下肢の発育増加量と上肢自身の下へ向つた

育増加量の差として現われるので，上肢各部の

さについては，他の部分の高さと別にここで取

うことにした．

i　上肢各部の高さ間垂線距離

1，i第6表の身体各部の高さの平均値を基と

て，上肢各部の高さ間の垂線距離を計算した．

の成績は第16表の通りである．

ii上肢各部の高さ間垂線距離の対身長百分比

前記上肢各部の高さ間垂線距離の対身長百分比

計算した．その成績は第17表の通りである．

iii上肢各部の高さ間垂線距離の対身長百分比

　　の直線回帰による修正

iiにおいて計算した上肢各部の高さ間垂線距離

対身長百分比の年齢に対する回帰直線を作り修

した．その成績は第18表及び第3図の通りであ
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第2図　上肢を除く，身体各部の高さ，体重，肩幅及び腰幅の

対身長百分比の直線回帰による修正

　（捌
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第12表　上肢を除く，身体各部の高さ，体重，肩幅及び腰幅修正値
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第　2　図　（2）
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第13表　上肢を除く，身体各部の高さ，体重，肩幅及び腰幅修正値の増加量表

項
齢
＼

年
＼
目

体　　　　重kg

瞳　　　・高cm

噸　　　　高cm

肩　　峰　　高cm

乳　　　　高cm

騰　　　　高cm

腸骨前上棘高cm

膝関節高cm
肩　　　　幅cm

腰　　　　幅cm

身　　　　長cm

3．0～3．4

男

　　0
（13．61）

　　0
（81．70）

　　0
（72．57）

　　0
（70．09）
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（62．45）
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（45．08）

　　0
（22．55）

　　0
（22．89）

　　0
（17．73）

　　0
（93．05）

女

（13」22）

　　0
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　　　　　　　　　　　　　　　第　2　図　（3）

　　　　　　　　　　（男）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（女）

　　　　　　　　　　　　　　　　腸骨前上蘇高

　　　　　　　　　bO4696　　　　　　　　　　bO5721
　　　　52

　　　　51

　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　49

　　　　48

　　　　　　　　　　　　　　　　膝　関　節　高

　　　　25　bOO118．．　　∴C…．
　　　　　　＿＿一r一ンー一一一r一　　　　　　　　　●　　．
　　　　24　　・　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　25

　　　　　　　　　　　　　　　　肩　　　　　　巾

　　　　　　　　　b－01596　　　　　　　　　　 b印02352

　　　　：肝　　　　＼＼＿
　　　25

　　　　　　　　　　　　　　　　腰　　　　　巾

　　　2・　　　brα24妬　　　　　　　　レ02532

　　　：：＼＼＿　＼＼＿
　　　　17

　　　　　5．0　　5．5　　　4」⊃　　4。5　　5．0　　　55　　　60　　　65　　　　　　　50　　　55　　4．0　　　へ5　　　50　　　55　　　60　　　65

　　第14表　昭和32年8月国民衛生統計表　体重　（昭和33年9月国民衛生動向）

　　　年　　齢
　　　　　　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5　　　　　　6　　　　　　7
　性　　別

　　　男13．85kg　15．4216．8118．4620。80
　　　女13、26kg　14．7916．4017．8219．98

　　　　第15表　幼児発育標準表　体重　（東大小児科粟山・吉永氏による）

為∴3』3ゐ14・・牛55・・5一・・
　　　男12．73kg　13．5514．2714．9915．6516．32ユ7．05
　　　女12．16kg　12．9713．7314．5015．2115．9216．56
　　　　　　　　　　　　　　1
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第16表上肢各部の高さ間垂線距離

年　　齢

項　　目

3・・一3・4i3・5－3・9

判女1男女
4．0～4．4

三女

4．5～4．9

男　女

5．0～5．4

男1女

5．5～5．9

男隊

6．0～6．4

男1女
離轟先端136・97i35・36137・75136・96｝39・38138…14・・11138・6・41・4714・・81142・6・42・9・i43・93143・46

騰濫繭間114・61［13・71114・38114・53115・35114・66115・57114・88116・43115・87116・23116・7gl　17・14116・67

蠣臨響111・87111・5312・9912・3713・・813・1413・6113…114・・614…114・95114・52i15・14【15・14

難離轟11・・49！1・・121・・381…61・・951・・2・1・・931・・721・・981・・94111・42111・5911・65111・65

第17表　上肢各部の高さ間垂線距離の対身長百分比

3．0～3。4

男i女

3．5～3．9

男　　女

4．0～4．4

男隊

4．5～4．9

男隊

5．0～5，4

男隊

5・5－5・916・・一6・4

男隊陽1女
離轟旨先端｝39・57138・86i39・62139・12139・55139・22139・95！39・・7i39・88139・64139・86！4・・コ5｝39・9・／4・・16

騰謬関鞘15・64115・・7115・・9115・38115・4215・13115・5115・・6！5・8・115・42｝15・19；15・72115・5715・41

舗識響下i12・71112・67113・63113・・gli3・1413・56：13・56！3」6；13・52113・6・113・99113・5913・75113・99

難離轟司11・2311・12｝1・・9・！・・6511・・鵬531・・8911・・851・・56！・・6311・・6gl　1・・85｝1・・58い・・四

第3図　上肢各部の高さ間垂線距離の対身長百分比の直接回帰による修正

41％

40

59

58

　（男）

b　OO645

肩　　　　峰

　　　　間距離
中指先端
　b＝回　帰　係　数

（女）

b　O2279

16％

15

b　OO152

肩　　　　峰

　　　　間距離
肘　関　簿 　　　b　OO71哩

肘　関　　節

　　　　間距離
椀　骨下端

b　O雪507 b　σ1786

14％

15

12

擁　骨下端
　　　　間距離
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　　　　　b　－01004

50　　55　　40　　45　　　50　　5．5　　60　　　65

b　－00196
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9　　　　　　●
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第18表　上肢各部の高さ間垂線距離の対身長百分比の直線回帰による修正値及び回帰係数

回帰係数

男　　女 項　目

年齢3．0～3．4

男1女

3．5～3．9

烈女

4．0～4．4

男1女

4．5～4．9

男気

5．0’～5．4

男1女

5．5～5．9

到女

6．0～6．4

男1女
061111gl離轟先端139・57138・78139・63139…139・7・139・23139・76：39・46139・83i39・69139・89；39・92139・9514・・14

0．0132

0．0711

0．1507

騰●男関節間115・42i15・1・115・4315・17i15・45！5・24115・46115・31！5・49115・38115・47115・46115・5・115・53

。．1786騰籍寵二等〒113・・2112・84i13・17113・・2i13・32113・2・113・47113・38113・62！3・56113・77；13・74113・92113・92

％lll161難罐十指111・1411・・83／1・・4！・・8111・・9411・・7gll・・8411・・771・・74；1・・75；1・・6311・・7311・・53｝1・・71

る．

　（1）肩峰・中指先端間距離の比率

　上肢長に相当する距離の対身長比率であるが，男児

では39・57～39・95％，女児では38．78～40．14％であ

る．回帰係数に男女の差が著しく，女児あ比率は年齢

とともに増加しているが，男児の方の増加は余り著し

くない．5．4歳までは男児の比率は女児のそれに比べ

高いが，5．5歳以上では女児の方が高くなっている．

　（2）肩峰・肘関節問距離の比率

　上腕部の長さに相当する距離の対身長比率である

が，男児では15．42～15．50％，女児では15．10～15．53

％であり，年齢とともに僅かながら増加している．

5．9歳までは男児の比率は女児のそれよりも高いが，

6．0歳以上では女児の方が僅かに高い．

　（3）肘関節・橦骨下端間距離の比率

　前腕部の長さに相当する距離の対身長比率で，男児

では13．02～13．92％，女児では12．84～13．92％であ

り，年齢とともにやや増加している．5．9歳までは男

児の比率が女児のそれよりも僅：かに高いが，6．0歳で

は男女児ともに13．92％となっている．

　（4）主骨下端・中指先端間距離の比率

　手部の長さに相当する距離の対身長比率であるが，

回帰係数が負になっていて，年齢の進むに従い僅かず

つ減少している．男児では11．14～10．53％，女児では

10・83～10．71％である．4。9歳までは男児の比率は女

児のそれよりも高いが，5．0歳以上では女児の方が高

い．

　iv上肢各部の高さ間垂線距離の修正値

　iiiにおいて計算した上肢各部の高さ間垂線距離の対

身長百分比の修手E値に，身長修正値を乗じて，上肢各

部の高さ闇垂線距離の修正値を計算した．その成績は

第19表の通りである．

　又その年齢にともなう増加量を見ると第20表の通り

であって，男児に比べ女児の方が大きい．

　（1）　肩峰・中†旨先端「昂エ巨寓筐

　男児は36．84～43，82cm，女児は35．30～43．65cm

であって，男児の方が僅かに長いけれども，年齢の進

むに従い男女の長さの差は少なくなっている．

　又年齢による長さの増加量は男児よりも女児の方が

多い．

　（2）　肩峰・肘関心間距離

　男児は14．35～17．00cm，女児は13．75・》16．88cm

であって，男児の方が女児よりも長い．年齢による長

さの増加量は女児の方が多い．

　（3）　月寸関節・槙i’胃・下立雨間星回雛

　男児は12．12～15．27cm，女児は1L69～15．13cm

であって，男児の方が僅かに長い．年齢の進むに従い

男女の長さの差は少なくなっている．年齢による長さ

の増加量は僅かながら女児の方が多い．

　（4）檎骨下端・中指先端聞距離

　男児は10．37～11．55cm，女児は9．86、11．64cmで

あって，5．9歳までは男児の方が長いが，6，0歳以上で

第19表　上肢各部の高さ間垂線距離の修正値

齢
＼

3．・～3．413．5－3．94．・～4．4

男1女1男隊織女
4．5～4．9

男1女

5．0～5．4

到女

5．5一㌧5．9 6．0、6．4

男隊陽1女
離轟先端136・84135・3・137・99；36・66139・15i38・・314・・31139・4童141・4914・・8・142・6514・・23143・8243・65

騰認関節間114・35113・75／4・79114・26／5・23114・77115・6715・29：16・11115・81116・56116・35117…116・88

隔離劉12・12111・6gi12・62！2・24i13・13112・8・113・65／3・36！4・19113・9414・72114・53115・27115．13

難識噛11・・3719・86！・・58［1・・161・・7911・・4611・・9g！・・76111・1g！1・・5111・37111・35｝11・55111・64
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は女児の方が僅かに．長くなっている．年齢による長さ

の増加量は女児の方が多い．

　v　上肢各部の高さの修正値

　肩峰高の修正値（第12表）及び上肢各部の高さ間垂

線距離修正値（第19表）から，上肢各部の高さの修正

値を計算した．その成績は第21表の通りである．

　既に述べたように，上肢各部の高さの増加量は，躯

幹及び下肢の上に向つた増加量と，上肢各部の下に向

つた増加量．との差と．し丈現われるので，第21表に見る

如く，中指先端高は4．9歳までは女児の方が高いが，

5．0歳以上では男児の方が高くなっている．

　4．身体各部の比

　i　修正した身体各部の高さ，体重，肩幅及び二幅

　　　の対身長百分比

　修正した身体各部の高さ，体重，肩幅及び腰幅の対

身長百分比を総括すると第22表の通りである．

　第22表について検討すると次のように．なっている．

（第12表及び第21表参照）

　（1）体重の比率

　身長を100cm，とした場合に幾kgの体重であるか

の割合を現わしているが，この比率は男児では14・63

～15．90％，女児では14．52～16．07％，であって，4・4

第20表　上肢各部の高さ間垂線距離修正値：の増加量

擁　
～
』62　～」5。4　

～』
5』　

～
あ4

女男女男女男女男
』
女

“如
男3
女

ヨ

～
一
5
男

3護ヨ
～
』3

女男
齢
＼

＼
項

』巨認
1
1』［

d
I

瀞
1
140巨認許認い茄1訂1”

1
1溺

1
1調鋤

憐。制㎞繍噛臨肩間
庭蟻i濫関節聞｝（14135）1（13675）10・44io・5110・4410・5110・4410・520・44io・520・4510・5410・44io・53

黒叢備下i（12112）（11669）1・・5・i・・551・・511・・561・・52」・・561・・541・・58・・531・・5gl・・551・・6・

黙離轟1（1・137）1（9686）1・・211・・3…211・・3・1・・2・1・・3・1・・2・1・・291・・181・・3・1・・18i・・29

第21表　上肢各部の高さの修正一

年　　二

項　　目

肩　峰　高cm

講論節高cm
腓骨下端高cm

中指先端高cm

3．0～3．4

男1女

3．5～3．9

固焼

4．0～4．4

考選

4．5～4．9

男1女

70．09

55．74

43．62

33．25

68．9472．51［71．46174，9i5173．9977，40176．55

　　　　　1　　1　　1　　1　　1
55・1g P57・72157・20159・72159・2箔61・7316L26

　　1　1　1　1　　　1
　　1　　　1　　　1　　　1　　　　　　　　1

5，0～5．4

剃女

43．5。45．1044．9646．5946．4248，0847．9。149．5849．36

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
33．6434．5234．8035．8035．9637．0937．1438，3938．31
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　
79．8879．11
　　1
63．7763．30
　　l

　　l

　　【

5．5～5．9

男　　女

82．37

65．81

51．09

39．72

81．71

65．36

50，83

39．48

6，0～6．4

男1女
84．90

67．90

52．63

41．08

84．30

67．42

52．29

40．65

第22表　身体各部の高さ，体重，肩幅及び四幅の対身長百分比修正値総括表

』
田
刀

・
＼

3．0～3．4
｛3．5～3．914．0～4．4

1女 男隊 男i女
4・5－4・g P5・0－5・4

男｝女男1女

5，5～5．9

体　　　　　重
身長100cm当kg
瞳　　　高　％

願　　　高　％

肩　峰　高　％

乳　　　高　％

膀　　　高　％

聯関節高　％
檎骨下端高　％

中指先端高　％

腸骨前上前議％

膝関節高　％
肩　　　幅　％

腰　　　幅　％

14．63

87．80

77．99

75．32

67．11

51．87

14．52

88．19

78．51

75．72

67．77

52．54

男1女
14・84114・78；15・05：15・04115・27i15・30115・48’15・56115・69i　15・81

87・98188・43奄W8・15188・67 P88・33188・90

78・34178・88奄V8・69179・24179・04、79・61

器灘鼎：lllll：鶏：器：器ll：ll147．6。148．。1

35．73136．95136．。3，37．。2i36．31137．1。i36．5g137．18【36．86137．26

iiliiilliiiiilliiiliiillii婁iiiiilli；i羅liiiiilii

19・・5119・41！8・8・1韮9・15！8・56：18・9・：18．31：18・6518・・7：18．39

75．6776．0276．0176．3376．3576．64
67．581 U8．131 U8．。5i U8．5。168．52168．86

　　1　　1　　1　　1　　1
52．4053．0652．9353．5853．4754．11
　　1　　1　　i　　I　　i

　　i
88．5089。14
　　1
79．3979．981
　　1
76．7076．94
　　1
68．9969．23
　　｝
54．0054．63

　　1
61．2361．56

88．68

79．74

77．04

69．45

54．53

61．55

47．78

37．15

50，80

24．64

23．91

17．82

89．38

80．35

77．25

69．59

55．15

61．79

48．06

37．33

50．96

24．57

23．93

18．14

6．0～6．4

男1女
1：：齢：1；

　　1
80，09　80．72
77．3gl　77．55

藤1：l1

61．90　62．02

47．98　48．10

37．45　37．39

51．27　51．33

24．72　24．56

23．117　23．69

17．58、17。89
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歳までは男児の比率が女児のそれに比べ大きいが，

4．5歳以上では女児の方が大きい．体重の絶対値は5．9

歳までは男児の方が大きいが，6．0～6．4歳では女児の

方が臨く僅かながら大きくなっている．

　（2）直直の比率

　瞳は男児では身長の87．80～88．85％，女児では

88．19～89．62％の高さにある．女児の比率が男児のそ

れに比べ高い．絶対値は男児の方が女児よりも高い

が，年齢に．よる増加量が女児の方が大きいので，男児

と女児の高さの差は次第に小さくなっている。

　（3）頸回の比率

　願は男児では身長の77．99～80，09％，女児では

78・51～80・72％の高さに．あって，女児の比率が男児の

それよりも高い．

　絶対値は男児の方が高いが，年齢による増加量は女

児の方が大きいので男女の高さの差は次第に小さくな

っている．

　（4）肩峰高の比率

　肩峰は男児では身長の75．32～77．39％，女児では

75・72～77・55％の高さにあって，女児の比率が男児の

それよりも高い，

　これも絶対値は男児の方が男いが，年齢とともに男

女の高さの差は小さくなっている．

　（5）心高の比率

　乳は男児では身長の67．11～69．92％，女児では

67・77～69・96％の高さにある．女児の比率は男児のそ

れに比べ高い．

　絶対値は男児の方が高く，年齢とともに．男女の高さ

の差は旧く僅かに小さくなっている．

　（6）膀高の比率

　膀は男児では身長の51．87～55．06％，女児では

52・54～55・67％の高さにあって，女児の比率が男児の

それに比べ高い．即ち膀は身長の施の点よりも上方に

ある．

　絶対値は5・4歳までは男児の方が高いが，5，5歳以上

では女児の方が高くなっている．

　（7）肘関節高の比率

　肘関節は男児では身長の59．90～61．90％，女児では

60・62～62・02％の高さに．あって，年齢とともに僅かに

高くなっている，女児の比率は男児のそれに比べやや

高い．

　（8）椌骨下端高の比率

　蕪骨下端は男児では身長の46．88～47．98％，女児で

は47・78～48・10％の高さにあって，年齢とともに僅か

に高くなっている．これも女児の比率が男児のそれに

比べやや高い．

藤

　絶対値は男児の方が女児よりも高く，年齢とともに

男女の高さの差はやや大きくなっている．

　（9）　中指先端高の比率

　中指先端は男児では身長の35．73～37，45％，女児で

は36．95～37・39％の高さにあって，年齢とともに僅：か

に高くなっている．5・9歳までは女児の比率が男児の

それに。比べ高いが，6．0～6．4歳では男児の比率がやや

高い．

　絶対値は3．4歳までは女児の方が高いが，3．5歳以上

では男児の方が高くなっている．

　（10）腸骨前上比高の比率

　腸骨前上棘は男児では身長の48．45～5L27％，女児

では49．10～51．33％の高さにあって，女児の比率が男

児のそれよりも高い．とれはおおよそ身長の施の高さ

に一致する．

　（11）膝関節高の比率

　膝関節は男児では身長の24．23～24．72％，女児では

24，59～24．56％の高さにあって，男児では年齢ととも

に僅かに増加しているが，女児では亡く僅かながら減

少している．5、4歳までは女児の比率が高いが，5．5歳

以上では男児のそれが高くなっている．

　（12）　肩幅の比率

　肩幅は男児では身長の24，60～23．77％，女児では

25．09～23．69％の幅に．なっている．年齢とともに次第

に減少していて，5．9歳までは女児の比率が男児のそ

れに．比べ大きいが，6．0、6．4歳では男児の方が大きく

なっている．

　絶対値は男児の方が大きく，年齢とともに男女の差

は大きくなっている．

　（13）腰当の比率　　　　　　　　　　　　　　　’

　腰幅は男児では身長の19．05～17．58％，女児では

19．41～17．89％の幅になっている．女児の比率は男児

のそれに比べ大きく，年齢とともに次第に．小さくなっ

ている．

　ii上肢を除く，身体各部の高さ間垂線距離

　頭部・頸部・躯幹及び大腿の長さに該当する各部の

高さ間の垂縦海鹿及び瞳・乳・謄のそれぞれ頭部・躯

幹の如何なる位置にあるかを知るため，瞳・願間，乳

・腸骨前上棘間，膀・腸骨前上棘間垂線距離を計算し

た，その成績は第23表の通りである．

　更にその年齢別増加量は第24表の通りである．

　第23喪及び第24表について検討して見ると次のよう

になっている．

　（1）　頭頂・願間距離

　願から上で，頭部顔面を含めた部分の長さである．

男児では20．48～21．84cm，女児では19．57～20．96cm
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で，男児は女児よりも0．91～0．88cm長い，その年齢

に．よる増加量は男女殆んど同様である．

　（2）願肩峰間距離

　解剖学的の頸部とは異なるが，外形上首と呼ばれて

いる部分の長さである．男児では2．48～2．96cm，女

児では2．54～3．45cmで，女児の方が0．06～0．49cm

長い．即ち3．0～3．4歳では女児の方が男児よりも0．06

cm長いが，6．0～6．4歳では0．49cm長くなっている

から，この年齢の間の男女性別による首の長さの差の

開■きは約8倍に当る訳である．又年齢による増加量も

女児の方が男児よりも大きい

一二（3）一肩峰・腸骨前上棘間距離

　解剖学的の躯幹と全く同一ではないが，大体これに

近く，普通胴と呼ばれている部分の長さである．これ

は男児25．01～28．66cm，女児24，23～28．50cmで，

男児の方が0．78～0．16cm長く，その年齢による増加

量は男児よりも女児の方が大きい．

　（4）腸骨前上棘・膝関節間距離

　これは骨盤の一部と大腿部の長さであるが，骨盤の

占める割合は少ないのでおおむね大腿部の長さに近

い．男児では22，53～29．12cm，女児では22・32～

29．正Ocmで，男児の方が0．2i～0．02cm長い．その

年齢による増加量は極く僅かながら女児の方が大き

い．

　（5）腸骨前上棘高

　骨盤の一部と下肢の長さであるが，男児45・08～

第23表　上肢を除く，身体各部の高さ間垂線距離

＼

年　　齢

項　　目

頭頂・願間距離

　　　　　cm
瞳・願間距離

　　　　　cm
願。肩峰間距離

　　　　　cm
肩峰・腸骨前上
棘間距離cm
乳・腸骨前上棘
間距離cm
膀・腸骨前上棘
間距離cm
腸骨前上棘・膝
関節間距離cm
腸骨前上棘高

　　　　　cm

膝関節高cm

3．0～3．4

男1女
20。48

9．13

2．48

25．01

17．37

3，19

22．53

45．08

22．55

19．57

8．82

2．54

24．23

16，99

3．13

22．32

44．71

3．5～3．9

男1女

4．0～4．4

男隊
20，751 P9，85！21．01

9．2318．97

2．56，2．69

9．33

2．64

25．6324．9626．25

20．12

9，14

2．83

25，68

4．5～4．9

男［女

5．0～5．4

到女

17．8817．54

3，33　3．38

23．59，23．39

18．40

3．49

24．65

46．8846．5048．70

22．391 23．2923，1124．05
　　1　　　　［

21．25

9，42

2．72

26，86

18．09

3．63

24．48

48．31

18．92

3，66

25．72

50，54

　　ロ　　　　　　　　ら

20．3721．4720．58
　　　　　1
9．28　9．49

2．96　2．80

9．41

3．13

26．4027．4627．09
　　　　　1

23，83

　　　　　「
18．6319．4319．16
　　　　　1

3。90

25，60

3．82

26．84

4．15

26．76

50．1552．4252．02

24，8224．5525．5825．26
　　　　　　　1

5．5～5．9

男1女
21．66

9．56

2．89

28．05

19．94

3．98

27．97

54．32

26．35

20．78

9．55

3，28

27，81

19．71

4．43

27．91

53．90

25．99

6．0～6．4

男1女

21．84

9．61

2．96

28．66

20．46

4．16

29．12

56．24

27．12

20．96

9．68

3．45

28．50

20．25

4．72

29．10

55．80

26．70

第24表　上肢を除く，身体各部の高さ間垂線距離増加量

齢
＼

頭頂・願間距離

　　　　　cm
瞳・願間距離

　　　　　cm
願・肩峰間距離

　　　　　cm
肩峰・腸骨前上
棘間距離cm
乳・腸骨前上棘
間距離cm
謄・腸骨前上棘
間距離cm
骨前上棘・膝関
節間距離cm
腸骨前上総高

　　　　　cm
膝関節高cm

3．0～3．4

男 女

　0
（20．48）

　0
（9．13）

　0
（2．48）

　0
（25．01）

　0
（17．37）

　0
（3．19）

　0
（22．53）

　0
（45．08）

　0
（22．55）

（19．57）

　0
（8．82）

　0
（2，54）

　0
（24．23）

　0
（16．99）

　0
（3．13）

　0
（22．32）

　0
（44．71）

　0
（22．36（

　0

3．5～3．9

男1女

0．27

0．10

0．08

0．62

0．51

0．14

1．06

1．80

0．74

0．28

0．15

0．15

0，73

0，55

0．25

1．07

1．79

0．72

4．0～4．4

男隊

4．5～4．9

男隊
0．26

0，10

0．27

0．17

0．08 0．14

0．24

0，09

0．08

0．25

0．14

0．13

5，0～5．4

男1女

5．5、5．9　　6．0～6．4

男1剥到女

0．62

0．52

0，16

0．72

0．55

0．25

1．06・1．09

1．82

0．76

L81

0．72

0．6i

0．52

0．17

1．07

1．84

0．77

0・220・21 P0・1σ0・20

　　0．13　0．07　　　　　　　　0．140，07

0，08

0．72　0．60
　　　τ忍1一葡

　　i
O・1710・09 0．15

0．69　0．59

0．53　0．51

0．27 0．16

0，72

0．55

1．12

1．84

0．72

1．12

L88

0．76

・・25
m・・16・・28

1．16　1。13　1．15

1．87

0．71

L90

0．77

1．88

0．73

　　　
0．18　0．18

　　1＿
　　1
0，05　0．13
　　1

0．07

0．61

0．52

0．17

蝉
1・・54

0，18

1．15

1．92

0．77

0．29

1．19

1．90

0．71
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56．24cm，女児44．71～55．80cmで，男児は女児より

も0．37～0．44cm長く，その年齢による増加量は男女

殆んど同様である．

　（6）膝関節高

　下腿の長さと足の高さの合計であるが，男児22・55

～27．12cm，女児22．39～26．70cmで，長さ及び年齢

による増加量ともに男児の方が僅かながら女児にまさ

っている．

　（7）　肩幅（第12表，第13表参照）

　これは男児22．89～26．08cm，女児22．87～25．75cm

で，男児の方が女児よりも0．02～0．33cm大きく，年

齢による増加量も男児の方が女児よりも大きい．

　膝関節高と肩幅は，おおよそ近似した値を示してい

る．

　（8）腰　幅

　これは男児17．73～19．29cm，女児17．67～19．45cm

である．3．9歳までは男児が僅：かに大きいが，4．0歳以

上では女児の方が大きい．年齢による増加量は女児の

方が大きい．

　iii上肢を除く，身体各部の高さ間垂線距離の対身

　　　長百分比及び頭身値

　頭部・頸部・躯1幹・大腿に相当する各部の高さ間垂

線距離の対身長百分比を計算した．その成績は第25表

の通りである．

　第25表について検討すると次のようである．

　（1）　頭頂・顧閲距離の比率

　これは男児では身長の22．01～19．91％，女児では

21．49～19・28％の比を示していて，男児の比率が女児

のそれに此べ大きい．年齢とともに比率は小さくなっ

ている．

　更に頭部の高さに相当する頭頂・願間垂線距離で身

長を除して頭身値を計算した．その成績は第26表の通

りである．

　頭身値は男児4．54～5．02頭身，女児は4．65～5．19

頭身となっていて，女児の頭身値は男児のそれに比べ

やや大きい．

　外国の文献1）について見ると，Richerは4歳児5

頭身，Schadowは2歳児5頭身，4歳児5施頭身，

Geyerは2歳児5頭身，3歳児5施頭身，5歳児6頭

身としているが，これを第26表と比べて見ると，私の

対象の頭身値：は小さい値を示している．

　日本人の頭身値は欧米人に比べ小さいことと一致し

ている．

　（2）　願・肩峰間距離の比率

　これは男児2・67～2・70％，女児2．79～3．17％で，

男児では年齢が進んでも比率が殆んど変化していない

のに反し，女児では年齢．とともに次第に大きくなって

いる．

　（3）肩峰・腸骨前上棘聞距離の比率

　これは男児26．88～26．13％，女児26．61～26．22％

で，年齢の進むに従い僅かに減少している．

4．9歳までは男児の比率が女児のそれに比べ大きい

が，5．0歳以上では女児の比率の方が大きくなってい

る．

第25表　上肢を除く，身体各部の高さ間垂線距離の対身長百分比

∵
頭頂。噸間距離
　　　　　　％
願・肩峰間距離
　　　　　　％
肩峰・腸骨前上
棘間距離　％
腸骨前上棘・膝
関節閥距離　％

腸骨前上棘高％

膝関節高　％

3．0～’3．4

男1女

3．5～3．9

男1女

22．01

2．67

　　　21．492i．66

2．79 2．67

21．12

2．86

4．0～4．4

馴女

4．5、4．9

男1女

5．0～5．4

男隊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21．3120．7620．9620．3920．61
　　1　　1　　　　　1
2．6812．9212．682．9612．69

20．02

3．04

5．5～5．9

男1女

26．88　26．61

24．21 24．51

48．45　49．10

24．23 24．59

26．75

24．62

48．92

24．31

　　　　　　　　　　　　　　
・26．5526．6226．4926．5026．4326．37
　　1　　　1　　1

20．26

2．70

26・3『26・23

19．65

3．10

26．29

　　ド　　　　　
24．8825．0025．2525．3725．6325．7726．03　26．16　26．39

　　　　　1
49．4749．3949．84，49．8650．2150．3350．59　50．80
　　1　　1
24・5gP24・39、24・5824・48 P24・5824・56124・57124・64

50．96

24．57

6．0～6．4

男　　女

19．91

2．70

26．13

26。55

51．27

24．72

19．28

3．17

26．22

26．77

51．33

24．56

第26表　頭　　身　　値

∴年，　＼
項

頭 身

3．0～3．4

男i女

4．54 4．65

3．5～3，9

馴女

4．62　4．74

4．0～4．4

男i女

4．69　4．82

4．5～4．9

男隊

4．77 4．90

5．0、5．4

男1女

4．85　5．00

5．5～5．9

男　　女

4．94 5．09

6．0～6．4

男1女

5．02 5．19
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　（4）腸骨前上棘・膝関節間距離の比率

　これは男児’24．21～26．55％，女児24．51～26．77％

で，身長の約瓢の長さを占めている．この比率は年齢

とともに大きくなっていて，女児の比率は男児のそれ

に比べ僅かながら大きい．

　腸骨前上棘高及び膝関節高の比率については1，（io）

（11）に述べた通りである．

　iv　身体各部の高さ間垂線距離の対他部位の高さ間

　　　垂線距離百分比

　瞳の位置の頭部顔面に相当する部に対する比，乳・

月齊め位置の躯幹に．相当する部に対する比，上肢各部の

長さの上肢長に．対する比，下肢各部の長さの下肢長に。

対する比を見るため，それぞれ関係部位の高さ間垂線

距離の対他部位の高さ間垂線距離百分半を計算した．

　その成績は第27表の通りである

　（1）瞳　（第23表参照）

　瞳は男児では，頭頂・願間の顧から44．58～44・00

％，女児では45．07～46．18％の高さにある．即ち普

通頭部と呼ばれている部の中央よりやや下方に位して

いて，女児の方が男児よりもやや上方にあるといえる．

　又年齢の進むに従い男児では比率が減少しているの

に反し，女児では次第に増加している．

　（2）乳

　乳は男児では，肩峰・腸骨前上棘間の，腸骨前上棘

から69．45～71．39％，女児では70．12～71．05％の

高さにある．比率は年齢とともに僅かに．増加してい

る．4．9歳までは女児の比率が男児のそれに比べ大き

いが，5．0歳以上では男児の方が大きい．

　（3）膀

　膀は男児では，肩峰・腸骨前上棘間の，腸骨前上棘

から12，75～14．52％女児では12．92～16．56％の高

さにある．女児の比率は男児のそれよりも大きく，年

齢とともに増加しているが，増加の傾向も女児の方が

著しい．

　（4）　肩峰・肘関節間距離

　これは上腕に相当する部分の長さであるが．上肢長

に相当する肩峰・中指先端間距離との比を見ると，男

児では38．95～38，80％，女児では38．95～38・67％で

あって，上肢のおおよそ39％を占あている．年齢の進

むに従い僅：かに減少している．3・0～3・4歳では男女同

率であるが，年齢とともに減少しつつも，男女を比べ

ると男児の比率が極く僅かに女児のそれよりも大きく

なっている。

　（5）肘関節・擁骨下端間距離　，

　これは前腕に相当する部分の長さであるが，肩峰。

中指先端間距離即ち上肢長に対する比を見ると，男児

セは32．90～34．85％，女児では33．12～34．66％であっ

て，年齢とともに僅かながら増加している．4．9歳ま

では女児の比率が男児のそれに比べ大きいが，5．0歳

以上では男児の方が大きい．

　（6）橦骨下端・中指先端間距離

　これは手に相当する部分の長さであるが，肩峰・中

指先端間距離に対する比を見ると，男児では28．15～

26．36％，女児では27・93～26．67％であって，年齢と

ともに僅かに減少している．4．4歳までは男児の比率

は女児のそれに比べ僅かに大きいが，14．5歳以上では

女児の方が大きくなっている．

　（7）腸骨前上棘・膝関節間距離

第27表　身体各部の高さ間垂線距離対他部位の高さ間垂線距離百分比

3．0～3．4

男 女

3．5～3、9

男 女

4．0～4．4

男 女

4．5～4．9

男 女

5．0～5．4

男 女

9．5～5．9

男 女

6．0～6．4

瞳・臣頁間星巨離

乳・腸骨前上
棘間距離
二一膓骨前王
棘闇距離
肩峰・肘関節
間距離
肘関節・椌骨
下端間距離

頭頂・願間距144．58
離　　　　　　％

琳盟距離＿1

上棘間距離

端間距離　1

肩峰・腸骨箭69．45
　　　　　　　％
肩峰・腸骨前12．75
　　　　　　　％

男 女

嶢骨下端・中
指先端間距離
腸骨前上棘・
膝関節間距離

膝関節高

45．071 S4．481S5，191 S4．41145．43144．331 S5．56∠4，20145．72144．14145．96144．00146．18

　　　　　　　　　　　　　　　1　1　1　！　1－1－1－　　　　　1　－1一「　　1
70・1269・7670・2770・1070・4470・44｝70・57170・7670・73171・0970・87｝71・3971・05

　　　　　　　　　　　　　　　l　　　I
12・92112・99113・5413・30［14・14113・6314・77113・91 15．3214．1915．9314．5216．56

端坐聾一＿1

端間距離

灘　　菱：1鎚；　…1；i　1　1器ii…lii　…　1　：　1　…　；　…；；1　…i濃…1｛　…　　…　

肩峰・中指先28．15
　　　　　　　％

腸骨前上年高
49，98

　％

　　　　　1
27．9327．8527．71

49，9250．3250．30

一1－1一【一1－1－
　　　　　1

1　　　　　　l

I－1－1－1一

一1一一1－
I　　　　I　　l

腸骨前上棘高
50．02

　％

27．5627．5027．2627．3026．9727．0826．6626．8826．3626．67
　　　　　1
50．6250．671 T0．8951．0551．2051．44151．4951．7851．7852．15

　　1　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　l
50・08 P49・68 P49・70 P49・38149・33149・11148・95148・80148・56148・51148・22148・22147・85
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第4図　幼児発育模型図　（男）
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第　4　図　（2）　（女）
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　これはおおよそ大腿部に相当する部の長さである

が，腸骨前上棘高，即ちおおよそ下肢長に対する比を

見ると，男児では49．98～51．78％，女児では49．92～

52．15％であり，年齢とともに僅かながら増加してい

る．3．9歳までは男児の比率は女児のそれに比べ大き

いが，4．0歳以上では女児の方が大きい．

　（8）膝関節高

　これは下腿の長さと足の高さの和であって，おおよ

そ下腿に相当する部分の長さである．これの腸骨前上

棘高，即ちおおよそ下肢長に，対す’る比を見ると，男児

では50．02～48．22％，女児では50．08～47．85％であっ

て，年齢とともに僅かに減少している，3．9歳までは

敦。 55 60 65

女児の比率が男児のそれに比べ大きいが，4．0歳以上

では男児の方が大きい．

　以上のことから，膝関節はおおよそ下肢の施の高さ

にあるが，年齢とともに次第に下肢中央より下方に位

するようになるといえる．

　V　身体発育模型図

　第7表，第12表及び第21表に基いて身体発育模型図

を作った．第4図がこれである．

総 括

幼児の外形，発育並びに身体各部の比例の基準を求

める目的を以て，福井県在住の3・0～6．4歳の男児279
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　　名，女児256名，計535名について生体計測を行った

　　が，この年齢層の幼児は正しい一定の姿勢を保つこと

　　ができるのは数分を出ないので，写真によって計測す

　　る方法を考え，昭和31年から昭和33年の間に写真計測

　　を行った成績に統計操作を加え，身体各部の各種の関

　　係を検討した．その結果を総括すれば次のようであ

　　る．

　　　1．この年齢層の幼児の身長は，半年間に男児は約

　　2．77cm，女児は約2．94cmずつ成長していて，女児

　一の発育一ば男児に比べやや著しい．
一一

�V正…ﾌ重の増加量ほ辛年間に，男児は平均0．64kg，

　一女児は一〇．70kgであって，これも女児の発育は男児に

　　比べやや著しい．

　　　3．その他の身体各部の発育も，肩幅及び膝関節高

　　を除いて，女児の発育は男児に比べやや著しい．

　　　4．身体各部の比例については前に詳述した通りで

　　あるが，体形としては女児は男児に比べ頸部が長く，

　　腰幅が広く，成人女子の特徴に対する傾向は年齢の進

　　むに従い著しくなっている．

　　　要するに，日照時間が少なく，多湿の気候環境であ

　　る福井県に在住する幼児の外形，発育，身体各部の比

　　例について幾何かの検討を加え，その基準を得たが，

　　身長，体重の発育状況から見て，これは日本入幼児の

　　状況と大差ないもののようである．

捕筆に晦み恩師石崎教授の御懇篤な御指導と御校閲に深甚の謝

意を表します．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　The　material　used　for　this　study　were　535　infants　aged　3．0－6．4　in二ukui　prefecture　Japan．

The　author　measured　the　heights　of　several　parts　of　body　by　photography，　aロd　gailled　the

standards　of　the　bodyform，　developement　and　the　proportions　between　several　parts　of　body．

The　result　obtaind　were　as　follows：

1 During　O．5　year，　the　body－1ength　developes　2．77cm　（boys），2．94cm（girls），　on　the

average・

　2．

age
　3．

During　O．5　year，　the　bodyweight　increases　O．64kg．（boys），0．70kg．（girls）on　the　aver一

Except　shoulder－width　and　kneeloint－height，　the　body－developement　of　girls　is　more

remarkable　than　that　of　boys．

4．Girls　have　long　necks　and　wide　loins，　and　the　tendency　to　the　adult　woman　bodyform

becomes　more　remarkable，　according　to　the　progress　of　their　age，


